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分類 －１９４５ １９４６－１９５３ １９５４－１９７３ １９７４－１９９１ １９９２－２０００ ２００１－２０１１
Ⅰ ０ ５ ７ １１ ３ ８
ⅡＣ ２ １ ０ １ ３ ４
ⅡＡ１ ５ １ １ １ ０ １
ⅡＡ２ １ １ １ ２ ０ ２
合計 ８ ８ ９ １５ ６ １５
　表３からは、以下のような事が読み取れるだろう。
　　１．Ⅰ型は終戦前には見られないが、それ以降は継続的に半数以上を占めている。
　　２．ⅡＡ２は分布が分散している。
　　３．ⅡＡ１が終戦以前に多かったのに対し、ⅡＣは近年増加している。
　この３点を念頭に置きながら、次に各採用パターンの書籍を具体的に紹介し、この表が何を意味
するのかを考えてみたい。
５－３．Ⅰ（全体）型について
　本稿の調査対象外とした、頁数の多い児童書西遊記では、早い時期のものから近年刊行されたも
のに到るまで、その多くがⅠ（全体）型であるが、頁数の少ない作品ではその出現は意外に遅く、
目睹し得た書籍の中では、１９４６年刊行の石上十地『孫悟空』（民生出版社）、平井房人『俺ハ孫悟空』
（昭和出版）が最も早い。前者の頁数が３０頁、後者が２２頁である。両者ともＡ部分を簡潔に述べた
後、五行山に封じ込められた孫悟空が（後者は八戒・悟浄も）玄奘に弟子入りする部分を書き、そ
の後の部分からは、前者はＣ０９人参果とＣ１７独角兕大王の挿話を採用し、後者は同じくＣ０９人参果
とＣ１６通天河の挿話を採用している。どちらも後にＣ部分のスタンダードとなるＣ１１金角・銀角と、
Ｃ２１火焔山の牛魔王を採用せず、取経に到った場面も描いていない。
　なお、宇野浩二による「講談社の絵本」シリーズの三冊（『孫悟空』（講談社の絵本９５、１９３９）・『孫
悟空と八戒』（講談社の絵本１４９、１９４０）・『孫悟空（火ノ山ノマキ）』（講談社の絵本１９１、１９４１）出
版はすべて大日本雄弁会講談社）が、当初から三冊で全体型とすることを企図されていたのであれ
ば、対象書籍の中ではこれが最も早い全体型の児童書とも言えるが、企図の有無については現時点
で判断がつかないため、本稿では保留しておく。
　その後、表３に見られるように、Ⅰ型の児童書は、コンスタントに刊行される。
　特に１９８６年刊行の平田昭吾『そんごくう』（世界名作ファンタジー２０、ポプラ社）を嚆矢とする
「アニメ絵本」は、ほとんどがこの編集パターンを採用しており、Ⅰ型が半数を占める原因の一つ
となっている。表１のＩＤ番号で示すと、３３・３４・３５・３７・３８・４０・４７・５３などがこれに該当する
が、これらの本は、Ａ部分から幾つかの挿話を採用し、悟空・八戒・悟浄の弟子入りを書き、１～
３つ程度の妖怪退治（Ｃ１１金角・銀角と、Ｃ２１火焔山の牛魔王が多いが、多少の出入りがある）を
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経て、取経に至るという構成になっていて、Ⅰ型の基本パターンを成している。
５－４．ⅡＡ２型の書籍
　次に、ⅡＡ２型、則ちＡ部分から挿話を採用し、孫悟空が取経に行かないというタイプのものを
見てみたい。
　これらは大きく二つのグループに分けられる。
　一つは、西遊記のある場面にスポットを当てる形で挿話を採用し、その場面がＡ部分だったため
に、結果的にⅡＡ２型となったものである。以下の四つがこれに該当する。
　　①　小山内薫「石の猿」（『石の猿』赤い鳥の本６、赤い鳥社、１９２１）
　　②　宮津　博「孫悟空」（『学校劇集』世界名作物語、光文社、１９４９）
　　③　佐藤春夫「孫悟空」（『仙女の庭』冨山房、１９６１）
　　④　小山内薫「石の猿」（『不思議ものがたり』ネット武蔵野、２００５）
　まず、①と④は同じ作品を異なる形式の童話集に収録したものである。①は小山内の作品集に、
④は芥川龍之介の「杜子春」などと共に昭和初期に書かれた不思議な話を集めた作品集に収録され
ている。①と④は孫悟空と釈迦如来が勝負をする場面に、②は孫悟空が仙術を学ぶ場面に、③は孫
悟空と二郎真君との対決にそれぞれ焦点を当てたために、それ以降の部分が省かれてＡⅡ２型と
なっている。なお、①・④では釈迦如来に敗れた孫悟空が下界へ帰ることになっており、原作とは
異なる結末で話を終わらせている。②は孫悟空が三星洞を去る場面を、③は孫悟空が二郎真君にと
らわれる場面をそのまま結末としている。
　もう一つのグループは中華人民共和国の出版社とのつながりが見られるもので６、以下の３点を
挙げることができる。
　　⑤　唐澄『孫悟空大あばれ』（外文出版社・ほるぷ出版、１９８０）
　　⑥　劉進元・福井研介『ゆかいな孫悟空』（童牛社、１９８２）
　　⑦　泉京鹿『あばれんぼうのそんごくう』（中国のむかしばなし４、中国出版トーハン、２０１１）
　これらはいずれも、二郎神君ら天兵に捕まったものの、どのような刑を受けても死なない孫悟空
が、逆に暴れ出して天宮を打ち壊し、勝ちどきをあげるというストーリーになっている。特に⑥・
⑦では、孫悟空が花果山に帰ってしまい、釈迦如来に会うこともないため、当然取経の旅に出るこ
ともない。例えば⑦の最終頁の文章は以下の通りである。
　　太上老君は　ごくうを　早くやきころそうと　弟子たちに　練丹炉を　あおがせました。
四十九日が　たちました。／太上老君が　練丹炉を　あけると　ごくうが　とび出して　きま
した。／ごくうは　如意棒をふり回し　宮殿に　行きました。だれも　ごくうを　止められま
せん。おどろいた　玉皇大帝は　にげ出してしまいました。／ごくうは　天宮で　大あばれす
ると　花果山に　帰りました。そして　斉天大聖と書いた　はたの下で　花果山のさるたちと　
いつまでも　楽しくくらしました。
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　中国とつながりのある⑤～⑦が、何故このようなストーリー展開になっているのかについては、
明確にその原因を指摘することは難しいが、そのヒントになりそうなのが京劇におけるストーリー
の改編である。加藤徹『京劇――「政治の国」の俳優群像――』（中公叢書、中央公論新社、２００２）に、
中華人民共和国成立直後の京劇改革について以下のような記述がある。
　　残りの二つのカテゴリー（井上注：有益な演目、無害な演目）に属する演目も、それぞれ「人
民性」を高めるよう改編された。／一例をあげると、孫悟空が天宮で大暴れする京劇・崑曲演
目『安天会』は、旧来の脚本では孫悟空が天界によって調伏されて終わる。が、翁偶虹らが改
編した新しい『大閙天宮』では、孫悟空の「造反」を肯定的に描き、結末も、彼と家来の小猿
たちが天兵天将をやぶって花果山に凱旋するように変えた。
　ここに書かれた『大閙天宮』の結末は⑤～⑦の結末と共通している。従って、⑤～⑦の絵本も京
劇と同様に党の方針に沿った内容になっているのかもしれない。但し、これらが中国の絵本におけ
る一般的な結末なのか、それとも様々な結末の絵本がある中で、日本で刊行する際に、日本側の何
らかの理由によってこのような結末のものを選び出したのかなど、まだまだ不明な点が残る為、こ
こでは類似性の指摘に止めておく。
５－５．ⅡＡ１型とⅡＣ型
　この二つのタイプの関係は、（２）の表３で見たとおり、ⅡＡ１型は１９４５年以前のものが多く（５
→１→１→１→０→１）、ⅡＣ型は１９９２年以降増加している（２→１→０→１→３→４）。
　１９４５年以前に刊行された小頁数児童書西遊記は、８点中６点がⅡＡ（ⅡＡ１が５点、ⅡＡ２が１
点）である。Ⅰ型は無く、残り２点はⅡＣ型で、宇野浩二による『孫悟空と八戒』（講談社の絵本
１４９、１９４０）、『孫悟空（火ノ山ノマキ）』（講談社の絵本１９１、１９４１）であるが、これらは『孫悟空』
（講談社の絵本９５、１９３９）と同一のシリーズとして刊行されており、ⅡＣ型の絵本を刊行すること
を意図したというよりは、ⅡＡ型である『孫悟空』の続編を刊行し、３冊でⅠ（全体）型となるよ
う企画して刊行されたものであった可能性が高い。そしてこの２冊を除けば、１９４５年以前に刊行さ
れたものは全てⅡＡ型となることから、この時代に少ない頁数で児童書西遊記を刊行する場合、Ａ
部分を中心とした挿話の選択が行われていたといえるだろう。
　その理由として以下の２点が考えられる。
　１つは、本稿でも児童書西遊記の嚆矢として扱っている、『孫悟空』（世界お伽噺１０、博文館、
１８９９）の作者、巌谷小波の影響である。上述の「講談社の絵本」の作者、宇野浩二は、自分が児童
文学に関わるようになった理由について、以下のように述べている７。
　　私が、初めて讀んだ雑誌は「少年世界」で、初めて讀んだ本は、（教科書を除いて）『日本昔噺』、
『日本お伽噺』、『世界お伽噺』である。「少年世界」の主幹も巌谷小波、前記の三つの叢書の
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著者も巌谷小波であった。私が、後年、巌谷小波のやうな人になりたいと思ふやうになつたの
は、この時分に、毎日、これらの本を殆ど二三册づつ讀了したのが、元になったのであらうと
思ふ。
　このような記述から当時の巌谷小波の影響力が窺えるが、小波が『孫悟空』で挿話を採用したパ
ターンがまさにⅡＡ１型だったのである。
　もう１つの理由として考えられるのが、当時、Ａ部分のストーリーが児童文学に適していると考
えられていた事である。佐藤春夫は、上述の「孫悟空」（『仙女の庭』所収）の他に、３百頁余りを
費やした『西遊記』（新潮社、１９４０。のち、少年少女世界名作文学全集２３、１９６０）を書いているが、
この作品で彼は、これほどの頁数があるにも関わらず、猪八戒が登場する前の部分までしか書いて
いない。そして、その理由について、本文中で以下のように述べている。
　　孫悟空の主役になっているはじめの部分は、人間の少年時代を書いたもので、それだから子ど
もにおもしろく有益な教えが多いのだが、猪八戒が主役になると、人間のこども時代からぼつ
ぼつはなれてしまうから、子どもにはわからぬことが多くなりすぎる。
　このように、当時はＡ部分こそが子ども向けであるという認識が存在していた。これがこの時代、
頁数の少ない児童書西遊記においてⅡＡ１型の編集パターンが用いられていた理由の１つと考えら
れるのである。
　しかし、時代が下るとⅡＡ１型の書籍は見られなくなっていく。２００２年にⅡＡ１型の書籍、千葉
幹夫『孫悟空』（新・講談社の絵本１３）が刊行されているが、これは宇野浩二『孫悟空』で使用さ
れていた本田庄太郎の絵を用い、文章だけを現代に合うよう書き換えられたものである。従って千
葉の文は本田の絵に無い場面は採用できないという制約を受けており、その結果として宇野浩二『孫
悟空』と同じ編集パターンとなったもので、編者の意図による挿話の選択は行われていないと考え
られる。つまり実質的には、１９８５年の小川睦子『孫悟空』（オレンジ絵本名作シリーズ１４、オレン
ジ・ポコ）以降、積極的に挿話の選択が為された新たなⅡＡ１型の本は刊行されていないのである。
　これらの事例も考え合わせて表３を見ると、やはり以前はＡ部分が重視されていたものが、現在
も続く全体型中心の受容形態を経て、近年Ｃ部分が重視されるようになってきたと考えるのが妥当
であろう。孫悟空のイメージが、「天宮を閙がす者」から「玄奘の弟子」へと変化していると言い
換えてもいいかもしれない。
　その現れの１つが、二次創作における孫悟空らキャラクターの描かれ方である。１９８０年中盤頃か
ら、コミック等における西遊記の二次創作が盛んになったとされているが８、これらの作品の多くが、
三蔵法師・孫悟空・猪八戒・沙悟浄の４人（場合によっては龍馬なども）を１セットのキャラクター
として用いている。つまり、西遊記はあくまで「三蔵一行」というユニットの物語であり、孫悟空
はその中の一人（ただし最も重要な）であるという認識が一般化していると思われるのである。こ
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れは、全体型の児童書を含む多くの媒体で、原作でも９割近くを占めるＣ部分を主な内容として西
遊記が繰り返し受容されるなかで、「三蔵一行」の物語としてのイメージが強化され、固定化され
てきた為ではないかと考えられる９。
　もう１つ、別の角度からⅡＣ型増加の原因を指摘しておくと、読み聞かせの流行に伴う物語集出
版の増加が考えられる。読み聞かせ関連書籍の年代別点数（表３の区分による）は、１９４５年までと
１９４６－１９５３年は０点、１９５４－１９７３年が４点、１９７４－１９９１年が５０点、１９９２－２０００年が１３２点、２０００－
２０１１年が３８４点と近年激増している１０が、この増え方がⅡＣ型の増え方と相似しているからである。
なお、ⅡＣ型西遊記を掲載する書籍のうち、読み聞かせ童話集を標榜しているものに、２００６年以降
に刊行された４点（表１のＩＤ番号では５２・５５・５６・６０）がある。
　これら読み聞かせ用物語集は一冊に多くの物語を詰め込んでおり、一つの話に割り当てられる頁
数が２０頁以下と非常に少なくなっている１１。同様の形式でも各挿話の描写を簡略化してⅠ型に纏め
ている本も存在するが１２、採用した場面の描写のおもしろさをなるべく削がないように収録しよう
とするならば、これほど少ない頁数の場合には、部分型の方が適しているといえるだろう。もちろ
んＡ部分から挿話を採用することも可能だが、挿話一つ一つが比較的高い完結性をもつＣ部分から
の採用が多くなることは、それほど不自然ではないと思われるのである。
６．おわりに
　本稿では、日本における児童書西遊記のうち、頁数の少ないものについて、どの挿話が、どのよ
うな採用パターンで用いられているのかを検証し、以下のことが明らかとなった。
　比較的よく採用されている挿話は、孫悟空が玄奘に弟子入りする以前の部分では、孫悟空がサル
の王となること、仙術を学ぶこと、如意金箍棒を手に入れること、天の役人となるも、天界を荒ら
して天兵らと戦うこと、釈迦如来によって五行山に封印されることなどである。その後の部分では
孫悟空・猪八戒・沙悟浄の弟子入りの部分が多く採用され、妖怪退治では金角・銀角や、牛魔王の
挿話が比較的採用されている。そして天竺に着いて取経に至る場面もよく採用されている。
　これらの挿話を児童書として纏める際には、孫悟空の誕生から妖怪退治を経て取経まで、全体的
に採用する方法と、どこか一部分を採用する方法とが、共に半数程度ずつ行われている。
　一部分を採用する作品は、いわゆる続編を除けば、終戦以前には孫悟空が玄奘に弟子入りする以
前の挿話を中心として採用するもののみであったが、近年は悟空・八戒・悟浄らの弟子入り以降の
部分のみを採用するものも増加しており、児童書の世界では、以前は西遊記といえば孫悟空が天界
で暴れ回る物語というイメージが強かったものが、近年は玄奘一行の取経の旅を描く物語というイ
メージが強くなっているのだと考えられる。
　本稿では、このような傾向を明確にするため、敢えて頁数の少ない児童書のみを対象としたが、
十分な頁数を用いて書かれた児童書西遊記も当然多数存在しており１３、これらについても今後検討
していきたい。また、原作の生まれた中国を始め、他国の児童書西遊記との比較なども今後の課題
としたい。
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注
１　例えば「国立国会図書館サーチ」（ʰｔｔｐ：⊘⊘ｉｓｓ．ｎｄˡ．ɡｏ．ʲｐ⊘）で「西遊記」の「本」を検索すると２６９３件あり、
そのうち４４６件（１７％）が「児童書」とされている（２０１２．１１．２０現在）。また「孫悟空」だと９０３件中、２８２
件（３１％）が「児童書」である。こうして見ると決して多くはないように見えるが、これは解説書などの
関連文献が多数存在する為であり、「水滸伝」（３６８８件中１８６件（５％））、「三国志」（６５６７件中３９６件（６％））
などのキーワードと比較するとかなり高い割合であることが判る。
２　鳥居久靖「再続　わが国における西遊記の流行―― 「少年西遊記」書誌――」（中文研究９、１９６９）。
３　前掲「再続　わが国における西遊記の流行―― 「少年西遊記」書誌――」、千野明日香「『西遊記』のダイ
ジエスト版について」（『図説子どもの本・翻訳の歩み事典』柏書房、２００２）など。
４　中野美代子『『西遊記』ＸＹＺ－このへんな小説の迷路をあるく』（講談社選書メチエ、２００９）など参照。
５　平田昭吾『西遊記』（世界の名作童話 動く絵本６、産経新聞出版、２００６）
６　⑤は北京の外文出版社が、日本のほるぷ出版の発売で刊行したもの。⑥は編者劉進元・再話福井研介となっ
ており、最終頁に「この本のさしえは（中略）中国・人民出版社が提供してくださったものです」とある。
⑦は中国出版トーハン株式会社の刊行物で印刷は北京、「中国図書の海外普及認定図書」であることが帯
に書かれている。
７　宇野浩二「遠方の思出」（『遠方の思出』昭和書房、１９４１。のち、宇野浩二全集１２、中央公論社、１９６９）。
８　佐々木睦「『西遊記』東遊録　サブカルチャーにおける中国古典小説の二次創作に関して」（アジア遊学
１０５、勉誠出版、２００７）
９　同様の傾向はＴＶドラマの「西遊記」にも見ることができる。１９７８年～１９７９年に日本テレビ系列で放送さ
れた「西遊記」では第１回でＡ部分の内容をきちんと描いているのに対し、２００６年にフジテレビ系列で放
送された「西遊記」では玄奘が三人の弟子と出会うところから始まり、取経の旅のみを描いている。
１０　上記「国立国会図書館サーチ」で「読み聞かせ」を書名のキーワードとして、年代別に検索した「本」の
点数（２０１２．１１．２０現在）。
１１　各書籍における作品名と頁数は以下の通り（番号は表１のＩＤ番号）。５２「そんごくう」１６頁、５５「西遊
記　講談」６頁、５６「西遊記より抜粋」２０頁、６０「三蔵法師のお供」「魔法の瓢箪でやっつけろ」「火の山
をこえて天竺へ」各１頁計３頁。
１２　表１のＩＤ番号で示すと、５７・５８・６０などがこれに該当する。
１３　筆者によるウェブサイト「子どものための西遊記」（ʰｔｔｐ：⊘⊘ｍｅｄｉａｍａｒｋｅｒ．ｎｅｔ⊘ｕ⊘ɡｕａｎʰｕａ⊘）参照。
